
 

令和５年度 

八代市議会建設環境委員会 視察報告書 

 

 

 

■視察日程 

  令和５年８月２日（水）～４日（金） 

 

 

■視察先 

  ８月２日 午後 山口県防府市 

 

  ８月３日 午前 広島県呉市 

 

  ８月３日 午後 広島県東広島市（広島中央環境衛生組合） 

 

 

■視察参加者 

【委員会】委 員 長    上 村 哲 三 

副委員長    谷 川   登 

委  員    太 田 広 則 

委  員    山 本 幸 廣 

 

【随 行】議会事務局   島 田 義 信 



■視察先及び目的 

１ 山口県防府市 

『防府市ごみ処理基本計画に基づく３Rの実践活動について』 

防府市では、プラスチックごみによる海洋汚染や食品ロスの問題、地震や風水害

などの自然災害による大量の災害廃棄物処理、さらには新型コロナウイルス感染症

などの感染症流行など、大きく変化するごみ処理を取り巻く状況下において、安定

的な廃棄物処理体制を構築するため、令和４年度から令和１３年度までを計画期間

とした防府市ごみ処理基本計画に基づき、積極的に取組を進められている。 

市民・事業者と共に取り組んできた 3 R施策推進など、これまでの取組の経緯等

を参考にするとともに、今後の委員会活動に生かすことを目的とする。 

 

 

２ 広島県呉市 

『第３次呉市環境基本計画について』 

呉市では、呉市環境基本条例に基づき、環境保全に関する長期的な目標と施策を

推進するため、気候変動への対応、生物多様性の保全、地域環境の保全、循環型社

会の構築、持続可能な社会の基盤づくりの 5つの基本方針を柱とし、令和５年度か

ら令和１４年度までの１０年間を計画期間とする第３次呉市環境基本計画を策定

し、各種取組を推進されている。これまでの取組の経緯等を参考にするとともに、

今後の委員会活動に生かすことを目的とする。 

 

 

３ 広島県東広島市（広島中央環境衛生組合） 

『一般廃棄物処理基本計画（第２次）について』 

東広島市では、東広島市・竹原市・大崎上島町の２市１町が一般廃棄物の共同処理

を目的に広島中央環境衛生組合を設立されている。同組合においては、最終処分量ゼ

ロの実現を目的に、計画目標年度を令和１７年度とする一般廃棄物処理基本計画（第

2次）を策定されている。それぞれの都市特性、一般廃棄物処理フロー、既存施設の

統廃合などを勘案しつつ、ごみ処理適正化の推進、エネルギーの利活用、災害対応等

に向け、さまざまな取組を推進されている。これまでの取組の経緯等を参考にすると

ともに、今後の委員会活動に生かすことを目的とする。



山 口 県 防 府 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和５年８月２日（水） １３：００～１４：３０ 

 

２ 調査事項  『防府市ごみ処理基本計画に基づく 3Rの実践活動について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ 冒頭に伺った２炉の１５０ｔフル稼働ということで、フル稼働だと炉が厳しいと

思いながらお聞きしていた。ごみは減量傾向にあるとのことだが、八代市では、

各家庭の目標値を１日５０グラム減量しましょうとしていたが、一世帯あたりの

目標値は定められていたという過去の取組があれば御教示いただきたい。 

Ａ１ 焼却炉に関しては設計上１５０ｔだが、フル稼働はしていない。１２０～１３０

ｔくらいで稼働している。 

ごみ処理実施計画と５年に１度、ごみ処理基本計画を策定しており、基本計画

上は、Ｒ２年度が最新値でその時は、一日一人当たりのごみの排出量が６００グ

ラムだったが、令和１３年度までには４００グラムにしましょうという目標を立

てている。 

Ｑ２ ごみ処理基本計画の目標数値の達成状況において、達成率としてはまだまだとい

うことで書いてあるが、基本計画の中で感心する点は数字を素直に出してある点。

目標達成できていないものは、今後どのような対策を行うのか。 

Ａ２ 基本計画に対して、実施計画の中で目標に達していない部分については、製品プ

ラスチックの回収であったり、事業系の多量排出者を訪問し、確認・指導を実施

するなど、今までの取組と併せて、事業系ごみ大量排出者への指導を行うととも

に、分別区分の見直しを検討している。 

Ｑ３ 段ボールコンポストの普及の啓発ということで、ピートモスという原料が中国に

あるが、段ボールはそれで作成されているのか。 

Ａ３ 段ボールコンポストキットというものが、販売されており、そちらを使用してい

る。以前は、古い段ボールを加工して作成していたが、作成頻度が増えたことか

ら、手間を省くために、購入とした。 

 

 

 



Ｑ４ 焼却灰の運搬方法はいかがか。また、売り上げはどうなっているか。 

Ａ４ ほぼ毎日トラックで運搬しており、処理費を支払い委託している。最終処分場に

埋め立てる必要がないため、処分場の延命化になるため、採算はとれていると考

えている。 

Ｑ５ 再利用の中で、小型家電の回収ボックスを出張所なり、市役所に１２基設置され

ているが、足りているのか。増やそうという考えはあるか。 

Ａ５ 現状は、容量オーバー等はなく、増やしてほしいという希望もお聞きしていない

ため、現状は、１２か所で足りている。 

【別添資料】 

・調査事項（回答） 

・防府市ごみ処理実施計画 外 

【視察の様子】 

  

  



広 島 県 呉 市 

                                         

 

１ 視察日時  令和５年８月３日（木）１０：００～１１：３０ 

 

２ 調査事項  『第３次呉市環境基本計画について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ 一般廃棄物焼却熱の有効活用ということで、クリーンセンターくれに関して、熱

を使ってタービンを回して発電をされているということで、余剰電力を他の市有

施設への託送を検討中とのことだが、現状はいかがか。 

Ａ１  クリーンセンター電力については、場内の設備でかなり消費している。 

また、ストーカー炉と比べて、発電量は少ない状況。余剰電力については、入

札による売電を行なっている。クリーンセンターが工業団地の南側の海寄りにあ

り、公共施設が少ないところ。隣接地にし尿処理場とごみ収集施設、ここについ

ては、自営線を引っ張り、お湯を供給している。環境基本計画及び地球温暖対策

実行計画の中で余剰電力の活用について、検討しており、今年度、余剰電力の活

用について、委託事業で調査しており、方向性を決定予定。 

クリーンセンターは建て替え予定で、令和１２年４月の稼働を目指しており、

今年度、事業手法を検討しており、令和８～１１年で建設予定。ストーカー炉に

切り替え、発電量も増える見込み。 

Ｑ２ クリーンセンターは築何年で、処理能力はいかがか。また、離島関係のごみはど

うされているのか。 

Ａ２ 築２１年で、築２５年まで使用予定。３炉で３８０ｔ、１炉あたり１２６ｔの処 

理量。離島関係については、橋が架かっており、陸路で運搬している。各施設を 

集約に向けて動いている。新規施設は、現在の計画では、２炉２５４ｔの予定。 

 

 

 

 

 

 



Ｑ３ クリーンセンター築 25 年の耐用年数の中で、閉鎖をするということで、延命化

は可能と考えるか。 

Ａ３ 環境基本計画においては、CO2削減が目標となっているが、クリーンセンターは

CO2の排出が多い施設となっている。脱炭素を進めていく中において、シンプル

な構造のものにすべきということが決定打となった。コスト比較の中でも、使え

る期間を年割にした時の金額と建て替えた時の金額を比較したときに、建て替え

が優位だということ。加えて、ゼロカーボンを目指すことを考えると延命化する

ことでは、CO2の削減が難しいと考えている。 

Ｑ４ 持続可能な社会の基盤づくり取組の内容の中で、市民協働による取り組みという

ことで、ボランティア活動団体との連携とあるが何団体あるのか。 

Ａ４ 環境に関する活動を行う小さな団体について、詳細な数は把握していないが、呉

市環境市民の会において、自然環境部会、エネルギー部会等を含め、フードドラ

イブを実施されている方、自然環境を保護する植物を保存するために、レッドデ

ータブックを作成していたりと、それぞれの得意分野に特化して活動されている

ことを事務局として、把握している。 

Ｑ５ 温室効果ガス排出削減のために公用車を全て電動車化とあるが、特殊車両と普通 

車両があると思うが、台数はいかがか。 

Ａ５ ガソリン車を電動化する事業については、呉市では管財課が所管している。職員

数が減少する中において、240台程度ある中で、普通自動車 220台の電動化を予

定している。 

Ｑ６ 地域の中で家庭ごみを収集するごみステーションは、八代市の場合、市民が設置

する形式。呉市の場合は、市が設置するのか、それとも市地域の方が設置する形

式のいずれか。 

Ａ６ それぞれの自治会から設置希望場所を市に申請していただき、現地確認し、審査

の上、設置の助成を行なっている。呉市は平地が少なく、坂が多く急峻な地形で

あることもあり、箱型のアルミケースを設置しているわけではない。 

 

※別添資料 

・調査事項（回答） 

 ・第３次呉市環境基本計画【概要版】 



【視察の様子】 

   

  



広 島 県 東 広 島 市（広島中央環境衛生組合） 

                                         

 

１ 視察日時  令和５年８月３日（木） １５：００～１６：３０ 

 

２ 調査事項  『一般廃棄物処理基本計画（第２次）について』 

 

３ 調査内容（説明内容） 

※別添資料のとおり 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ 災害訓練ということで、災害発生時ごみ受入の対応はいかが。 

Ａ１ 災害ごみの対応については、各市町が実施する予定となっており、当施設に分別

して、持ち込むこととなっている。量は、市町と協議し、決定している。当施設

で、受け入れができないものについては、民間の産廃施設に持ち込んでいただく

対応となる。 

Ｑ２ 災害訓練はどのような訓練なのか、年に何回くらいされているのか、実施状況は。 

Ａ２ 災害訓練については、まだ具体的な内容が決定していないため、実施できていな 

い。また、災害ごみの受け入れについて、決定していないため、今後、各市町と

協議を進めていく予定であり、机上訓練から実施予定。   

我々も、平成３０年の西日本災害で被災した経験もあり、それを基に今後、実

施予定。 

Ｑ３ 令和３年から１０月から広島中央エコパークが完成したということで、炉の選定

の時に、ストーカー式、ガス化溶融式があると思うが、残渣の処理を考えてガス

化溶融式を採用されたと推察するが、その経緯は。 

Ａ３ 発注時点では、総合評価方式でストーカー炉、ガス化溶融方式を問わずというこ

とで発注していたが、評価の段階で、ガス化溶融方式になると外部委託スラグ化、

資源化、溶融飛灰の再資源化のコストは削減できる一方で、建設費が高くなる。

ストーカー式になると、建設費は低いが、ランニングコストが大きくなるという

ことで、有識者の外部委員による総合評価で、評点を加えた結果、ほんの少しガ

ス化溶融方式が上回り、決定した。炉については、95tの 3炉。災害ごみにも強

く、溶融量の２０％程度までは処理できると聞いている。 

 

 

 



Ｑ４ 離島である大崎上島町、大型パッカー車をフェリーで搬送されているということ

だが、何ｔくらいでフェリーの頻度はいかがか。 

Ａ４ 現在、人口７千人を切っており、大型パッカー者は９．２ｔで、週４日の１回の

運搬で間に合っている。専用フェリーでなく、一般フェリーで運搬している。 

Ｑ５ 今後の課題と問題点の中で、廃止施設の解体費の財源は国からの補助金をいただ

いている分と補助がない分があるということで、この補助金の事業名は。また、

解体業者は、地元の業者か。 

Ａ５ 循環型社会形成推進交付金の中で、跡地利用の場合は、補助対象となるかどうか

というところ。し尿処理施設に関しては、跡地利用をする場合も補助対象となら

ないことから、そこを対象とすべく国には廃棄物処理施設として同様の対応をい

ただくよう要望している。解体業者については、飛島建設で予算は２２億円で、

一般競争入札は、１４億円程度に収まった。 

Ｑ６ 大崎上島町だけが令和４年度でごみの量が１３％増加しているということで、先

ほど人口が７千人という中で、増加の要因は。また、東広島市が４％削減できた

理由は。 

Ａ６ 令和４年度については、中継施設とストックヤードを造っており、ストックヤー

ドは造っている途中。その不燃物で集めるビン、缶、スチール缶は本来再資源化

するものだが、リサイクルできる設備がないため、エコパークで焼却しており、

焼却量が増加している。 

東広島市については、平成２９年度からごみ袋の有料化を行ったため、ごみ処

理量が低減したと思われる。ごみ袋の価格だけで処理していたものについて、 

処分費の一部を有料化したもの。 

 

※別添資料 

・広島中央環境衛生組合の概要 

・一般廃棄物処理基本計画［第２次］他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【視察の様子】 

  

   



 

<< 各委員所見 >> 






























